
                                 2016 年 1月 6 日 

 

2015 年フジコ・ヘミング モルドバ公演の開催について（報告） 

 

一般社団法人モルドバジャパン 

 

当法人は、日本及びモルドバ共和国の人と人との理解と協力の輪を広げることを目的に、文化

の交流、情報の提供、及びモルドバの子供たちの生活・教育環境の向上支援などの分野で活動

しています。2015 年文化事業の一環として同国首都キシナウで、日本が誇るピアニスト、フジ

コ・ヘミング女史のコンサートを開催したところ、概要以下の通り成功裏に執り行うことがで

きました。本公演実現にご支援、ご協力いただいた全ての関係者皆様に心よりの御礼を申し上

げます。 

 

【主催及び後援】 

一般社団法人モルドバジャパン及びモルドバ日本文化文明協会主催 

在ウクライナ日本国大使館、モルドバ作曲家・音楽家同盟後援 

テレラジオモルドバ、ＴＶ７協力 

 

【日時】  

2015 年 11 月 23 日（月） 18 時開演 

 

【場所及び入場者数】 

モルドバ共和国キシナウ市 サラ・ク・オルガ音楽堂 

同音楽堂 700 席がほぼ満席となりました。 

 

【アーティスト】 

フジコ・ヘミング女史 

(⋆)ピアニスト。スウェーデン人画家・建築家の父と日本人ピアニストの母のもとにベルリンで

誕生。幼い頃よりピアノを始め、10 才でレオニード・クロイツァーに師事。東京藝術大学、ベ

ルリン高等音楽院を経て、ウィーンで多くのクッラシック界権威に師事、その才能を認められ

る。日本ゴールデン・ディスク大賞、クラシック・アルバム・オブ・ザ・イヤー等を受賞。モ

スクワ・フィル、ロイヤル・フィルとも共演。現在欧州の数々のフェスティバルに招待されて

いる。 

 

【演奏曲目】 

ソロコンサートにて以下曲目を演奏。 

〇Ｆ．シユ―ベルト 「アンプロプチェ」 

〇Ｍ．ラベル 「亡き王女のためのパヴァーヌ」 

〇Ｃ．ラフマニノフ 「プレリュード ＯＰ３２ ＮＯ．３２」 



〇Ｃ．ドビュッシー 「雨の庭」、「月の光」 

〇Ｗ．Ａ．モーツァルト 「ピアノソナタ ＮＯ．１１」 

ーintermissionー 

〇Ｆ．ショパン 「ノクターン ＯＰ９ ＮＯ．２」、「エチュード 革命 ＯＰ１０ ＮＯ．

１２」 

〇Ｆ．リスト 「エチュード ＮＯ．６」、「春の宵 Ｓ．５６８」、「ラ・カンパネラ」 

 

【現場から】 

フジコ・ヘミング女史にとって 3回目となる今回のモルドバ キシナウでの公演でしたが、公演

3日前に公営ＴＶ局 Moldova１にて朝のニュース”Bună dimineața”で本公演案内が報じられ

たこともあり、会場サラ・ク・オルガ音楽堂 700 席は同女史の感性豊かな演奏を期待する聴衆

で一杯となりました。 

冒頭モルドバジャパン雨宮会長より、アーティスト及びモルドバジャパンの紹介を行うと共に、

日本とモルドバとの未来へ向けての協力関係を更に進めて行きたいとの挨拶が行われました

（川村理事通訳）。 

 

フジコ・ヘミング女史の演奏は素晴らしいもので、多くの聴衆を魅了しました。一曲ごとに喝

采の大きな拍手が贈られ、本格的なクラシックコンサートを堪能する機会を与えてくれた同女

史への感謝の気持ちを表する声がいくつも寄せられました。  

演奏終了後には花束が贈られ、アンコールを求める拍手が鳴りやまず、同女史は熱心な聴衆の

期待に応え、アンコール二曲を演奏し、聴衆の感動を新たにしました。 

また、本公演の様子はテレラジオモルドバ、TV７、Moldova1、Jurnal TV の各テレビ局のニュ

ースでも取り上げられ、モルドバ全土に公演の感動の様子が伝えられました。 

            

本コンサートには、カザネシュティ村の「子どもデイケアセンター」の子供たち及びその卒業

生 30 名も招待されました。同センターの全ての子供や卒業生にとって本格的なクラシック音楽

を聞くという経験は今回が初めてのこと。最前列に座って子供たちはやや緊張した面持ちでし

たが、皆最後まできちんとフジコ・へミング女史の奏でる音楽に耳を傾けていたのが印象的で

した。子供たち夫々にとってとても良い経験になったと窺われました。 

            

公演後には同音楽堂小ホールにて、モルドバジャパン及びモルドバ日本文化文明協会主催でレ

セプションを開催、多くの両国の主要関係者の参加を得て有意義な交流の場となりました。 

同会場でも改めて雨宮会長及び同協会ライサ・ブラドゥツァーヌ理事長が感謝の挨拶を行い、

また在モルドバ共和国日本大使館井上臨時代理大使からも挨拶を頂戴し、レセプションはフジ

コ・ヘミング女史の参加も得て、アットホームで楽しいものとなりました。 

           

今回の公演実施に際しては、フジコ・ヘミング女史始め、共催者であるモルドバ日本文化文明

協会、在ウクライナ大使館、それに当法人会員各位、及びその他多くの関係者のご理解とご協

力を頂いた。この場を借り、心からのお礼を申し上げます。 



 

                                                          

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サラ・ク・オルガ音楽堂 サラ・ク・オルガ音楽堂前バナー 

テレビ番組での広報 公演当日楽屋 

テレビ局 TV7 によるインタビュー リハーサル 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもデイケアセンターの子どもたち（含卒業生） 

（演奏を聞く心得をブラドゥツァーヌ女史が指導中） 

子どもデイケアセンターの子どもたち（含卒業生） 

（センター担任の先生と） 

演奏中の様子（１） 演奏中の様子（２） 

演奏後に花束を渡しに行くセンターの子どもたち 
花束を渡すセンターの子どもたち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演奏後の様子 公演後に大人にならって拍手するセンターの子どもたち 

テレビ局のインタビューを受ける両主催団体代表 公演後のレセプション開会の挨拶 

レセプションの様子 ヘミング女史、主催団体、大使館関係者の集合写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター、バナー 招待状 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
（以上） 


